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(57)【要約】
【課題】ＴＮ方式の反射型液晶表示材を用いた液晶表示
装置に於いて、その視認性は、液晶表示方式の特性上、
表示面正面では劣る。
【解決手段】液晶表示材５の前面に導光加工７を施した
透明パネル６を配設することにより、正面からの視認性
を向上させる。又、前記導光加工７の有る部分と無い部
分を交互に配設することにより、本来の視角方向からの
視認性劣化を防ぐことが出来る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
偏向方向を直交(９０度交差)させた２枚の直線偏向板の間にネマティック液晶分子を封止
した液晶パネルを配し、最下部に反射板を有するツイストネマティック方式（以下ＴＮ方
式と呼ぶ）の反射型液晶表示材を用い、表示視認性を向上させるために、液晶表示材前面
に導光加工を施した透過パネルを配設したことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
前記請求項１の透過パネルに形成される導光加工を、導光加工部分と導光加工を形成しな
い部分を交互に設けたことを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＴＮ方式を用いた反射型液晶表示材を具備した液晶表示装置に関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　ＴＮ方式を用いた反射型液晶表示材は図３に示すように液晶パネル１内に封止された液
晶分子４に対して、液晶パネル１内部に形成された電極に電圧をかけることによりその液
晶分子４を配列させ、直線偏向板２を通して外部から入光する光を遮断することで、前記
液晶パネル１内部に形成された電極形状に応じたコントラストを生じさせ表示を行なうも
のであるが、その液晶分子４が完全に垂直方向に配列出来ない特性上、視矢角方向からの
最良コントラストが表示面の垂直方向に対して斜め２０°～３０°が一般的で有り、正面
からの視認性が悪かった。そのため液晶表示装置を正面から見た場合、視認性が悪く、使
用者からクレームを受ける場合が有った。そのため、従来この種の技術は図４に示す様に
柱状レンズシートを用いて集光性を良くし、液晶表示のコントラストを向上させて視認性
を良くするものが有る。
【特許文献１】特開２００５－２２７５６５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら文献１の柱状レンズシートは高価であり、製品の売価に悪影響を及ぼすと
いう課題が有った。
【０００４】
　本発明は、前記従来の課題を解決するもので、安価に前記液晶表示材の正面からの視認
性を改善することを目的とするもので有る。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　前記従来の課題を解決するために、本発明の液晶表示装置は、液晶表示材前面に導光加
工を施した透明パネルを配設し、最良コントラスト角度を表示面に対して垂直に近づける
ことにより、正面からの視認性を向上出来る液晶表示装置を提供するもので有る。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明の液晶表示装置は、液晶表示材前面に導光加工を形成した透明パネルを配置する
ことにより正面からの視認性を向上させ、使用者の利便性を向上できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　第１の発明は、液晶表示材前面に導光加工を施した透明パネルを配設することにより、
正面からの視認性を向上させることが出来る。
【０００８】
　第２の発明は、導光加工部分と導光加工を形成しない部分を交互に設けることことによ
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り、本来設定されていた視角方向からの視認性も保つことが可能となる。
【０００９】
　（実施の形態１）
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明する。図１は、本発明の第
１の実施形態における導光加工を施した透明パネルを用いた表示装置の断面図である。図
１に於いてＴＮ方式を用いた反射型液晶表示材５は、背景技術で説明したように視野角方
向からの最良コントラストが表示面の垂直方向に対して斜め２０°～３０°となる。
【００１０】
　透明パネル６の液晶表示材５側表面には導光加工部７が施されている、この導光加工部
７の形状はフレネルレンズ等で知られる光を屈折させる特性を持ち、液晶表示材５正面の
垂直方向に対して斜め２０°～３０°に設定された視野角を垂直方向に屈折させ正面から
の視認性を向上させる。
【００１１】
　（実施の形態２）
　図２は本発明の第２の実施形態を説明する断面図で、前記導光加工部７が有る部分と無
い部分を交互に形成することにより、本来設定されていた視角方向からの視認性も保つこ
とが可能となる。
【産業上の利用可能性】
【００１２】
　以上のように、本発明の液晶表示装置は、ＴＮ方式を用いた反射型液晶表示材の視認性
を改善したもので、遠隔制御装置等の表示部に適用することが出来る。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施の形態１における液晶表示装置の断面図
【図２】本発明の実施の形態２における液晶表示装置の断面図
【図３】ＴＮ方式を用いた反射型液晶表示材の特性図
【図４】従来の液晶表示装置の構造図
【符号の説明】
【００１４】
　１　液晶パネル
　２　直線偏向板
　３　反射板
　４　液晶分子
　５　液晶表示材
　６　透明パネル
　７　導光加工部
　８　柱状レンズシート
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